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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 4月 4日 (2007.4.4)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 順 電 圧 検 出 手 段 は 、 直 列 接 続 さ れ た サ イ リ ス タ の 中 で 逆 回 復 電 荷 量 が 小 さ い １ 個 以
上 の 素 子 を 選 定 し 、 該 素 子 の い ず れ か に 順 電 圧 が 印 加 さ れ て い る と き 順 電 圧 信 号 を 出 力 す
る こ と を 特 徴 と す る 特 許 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 発 明 の 名 称
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 発 明 の 名 称 】 ゲ ー ト 制 御 装 置
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 の ゲ ー ト 制 御 装 置 の 課 題 に つ い て 説 明 す る た め 、 図 ７ に 特 許 文 献 １ の 第 ４ 図 の 回 路
を 論 理 回 路 で 構 成 し た 例 を 示 す 。 図 ７ の 各 部 符 号 は 特 許 文 献 １ の 第 ４ 図 の 符 号 に 合 わ せ て
図 示 し て い る 。 順 電 圧 検 出 手 段 Ｆ Ｖ は 、 直 列 接 続 さ れ た ｎ 個 の サ イ リ ス タ Ｓ １ ～ Ｓ ｎ に 順
電 圧 が 印 加 さ れ た こ と を 示 す サ イ リ ス タ 順 電 圧 信 号 Ｆ Ｖ １ ～ Ｆ Ｖ ｎ を 入 力 し 、 こ れ ら の 全
信 号 の Ｏ Ｒ 条 件 で 順 電 圧 信 号 （ 以 下 Ｆ Ｖ 信 号 ） を 出 力 す る Ｏ Ｒ 回 路 で 構 成 さ れ て い る 。 即
ち 、 ど れ か １ つ で も サ イ リ ス タ に 順 電 圧 が 掛 か っ て い る と 順 電 圧 検 出 す る 。 ま た 、 逆 電 圧
検 出 手 段 Ｉ Ｖ は 直 列 接 続 さ れ た ｎ 個 の サ イ リ ス タ の う ち 、 逆 回 復 電 荷 量 の 多 い サ イ リ ス タ
か ら 順 に ４ 個 （ こ こ で は 仮 に ４ 個 で 説 明 す る ） の サ イ リ ス タ を 選 び そ れ ら の サ イ リ ス タ に
逆 電 圧 が 印 加 さ れ た こ と を 示 す サ イ リ ス タ 逆 電 圧 信 号 を 入 力 し 、 こ れ ら の
い ず れ か が 立 ち 上 が っ た 時 点 で セ ッ ト し 、 こ れ ら の い ず れ か が 立 ち 下 が っ た 時 点 で リ セ ッ
ト す る 第 １ フ リ ッ プ フ ロ ッ プ 回 路 １ ０ ０ で 構 成 し 、 第 １ フ リ ッ プ フ ロ ッ プ １ ０ ０ の 状 態 を
逆 電 圧 信 号 （ 信 号 ） と し て 出 力 す る 。
　 第 １ フ リ ッ プ フ ロ ッ プ １ ０ ０ は 特 許 文 献 １ の 第 ４ 図 の フ リ ッ プ フ ロ ッ プ Ｆ Ｆ と は 別 の も
の で あ る 。

の ゲ ー ト 制 御 装 置

Ｉ Ｖ １ ～ Ｉ Ｖ ４

以 下 Ｉ Ｖ



【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 保 護 ロ ジ ッ ク は 、 図 ７ の 点 弧 余 裕 角 検 出 タ イ マ ー Ｔ の 設 定 時 間 を サ イ リ ス タ が タ ー
ン オ フ で き る 時 間 （ Ｔ ０ ） よ り 長 く 設 定 し 、 逆 電 圧 時 間 が Ｔ ０ よ り 短 い 素 子 が あ っ て

号 が Ｔ Ｏ よ り 早 い 時 点 で 、 フ リ ッ プ フ ロ ッ プ Ｆ Ｆ の リ セ ッ ト
、 Ｆ Ｖ 信 号 が 入 力 さ れ れ ば ゲ ー ト 信 号 を 出 せ る よ う に し て お く こ と で 実 現 し て い る 。 な

お 、 逆 電 圧 を 検 出 す る サ イ リ ス タ と し て の 中 で 逆 回 復 電 荷 量 の 最 も 大 き い 素
子 （ 逆 電 圧 印 加 時 間 が ア ー ム 内 で 最 も 短 い 素 子 ） を 代 表 素 子 と し て 選 択 す る な ど の 回 路 構
成 が 用 い ら れ る こ と が 多 い 。 代 表 素 子 の 数 は １ 個 以 上 ｎ 個 ま で の 任 意 の 数 が 用 い ら れ る 。
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